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 今年の東京は、雨や雪が少なく、空気の乾燥が続いています。 肌荒れやのどの渇きは

もちろん、風邪やインフルエンザの流行の原因のひとつにもなっています。 のどの乾燥

にはマスクが良いようです。手洗い後は、きちんと水分を拭き取り、衛生管理だけでなく、

手荒れ等にもお気を付けください。 火の元、火災予防にも注意が必要ですね。 

 

＜書類の送付について＞  
 今月も、書類の送付にご協力ありがとうございました。 
３月は、１日(土)･２日(日)に普通郵便の配達がありませんので、３０日午前中までに投函いただけ

ると助かります。速達･書留･レターパックなどの郵便物は、祝日等も配達されます。３日までの到着
が「間に合わない」「届くか心配」の場合には、郵送する前に、FAX するか写メ、PDF 等で一歩の会
のメールにお送りください。また、書類送付時にコメントがある時は、ひとこと付箋や手紙を添えて
くださいますようお願いします。持参･FAX･速達の場合でも３日までに到着するよう早めにお送りく
ださいますよう、ご協力ください。 

 

＜ガイドについて＞ 
 ガイドは、歌舞伎で言う「黒子」です。視覚障害者の見えない部分を支援する仕事です。 

 「今更、何をわざわざ言ってる？」と思われるかもしれませんし、利用者さんによって支援のやり

方が違うかもしれません。基本は忘れないようにしましょう。 

 ・レジや役所等で･･･ 

   対応する店員や職員が本人ではなく、ガイドに話しかけていませんか？ あくまでも、利用者

が当事者ですから、店員や職員に「自分(ガイド)」ではなく、利用者に話してもらうよう、｢ジェスチ

ャーで促す｣｢利用者に店員や職員の言葉をそのまま伝える｣｢利用者の一歩後ろに下がる｣など、決して

「自分(ガイド)」が前に出て返答する事のないようにして下さい。（利用者に頼まれたり、返答できな

い状況の場合は例外です。） 

 ・病院の診察室は･･･ 

   基本、診察室にご案内したら(看護師が案内する場合もあります)、診察は利用者のみで受けて

いただきます。(待合室で待っている旨を伝え、退出してください｡) ご本人やご家族のご希望があれ

ば同席しますが、何も言われない場合は、必ずご本人に確認してください。診察内容はプライバシー

保護のため、事務所への報告や、その利用者の担当ガイド以外へは口外無用(守秘義務)です。 

 ・ガイド時に他の利用者と会ったら･･･ 

   知っている視覚障害者の方と会ったら、｢挨拶しなくては･･･｣と思いますが、中には、「会うと

気まずい」という方もいらっしゃいます。まず挨拶する前に、自分が今ガイドしている利用者さんに

「○○さんがいらっしゃいます」と案内してください。「自分(ガイド)」からではなく、利用者さんか

らその方に挨拶してもらうようにするといいですね。 

（「ひとことメモ（ガイドのポイント）」はお休みします） 

 

＜花粉症＞ 
  今年は、すでに花粉が飛散し始めているようです。(裏面の記事参照) 
  ますます、マスクが手放せない季節ですね。 
 
 

・一歩の会ホームページで、ガイド通信を見ることが出来ます。 
２か月ごとの配送の方、お仕事されなかった月も、こちらでチェックして下さい。 
・月末に提出する「ガイドヘルパー実績報告兼請求書」のフォーマットがホームページから 
Excel と PDF でダウンロードできます。 

～上記いずれの場合も、ガイドのページに「ippo」と入力してご利用ください。～ 

 



2025/01/25 読者新聞 

 冬のまっただ中にもかかわらず、花粉が飛び始めている。東京都は今月８日、１９８５年の調査開始以来最も早い
飛散開始を確認。全国的にも飛散は早めで、大量に飛散する地域もあると予測される。温暖化が原因との見方もあり、
専門家は「症状を感じたら早めに医療機関を受診してほしい」と呼びかけている。 
 
 ■クリニックに列 
 東京都品川区の「ながくら耳鼻咽喉科アレルギークリニック」では例年、２月に入った頃から花粉症患者が来院し
始めるが、今季は１月中旬から待合室に受診の列ができている。 
 ２３日に来院した会社経営の小野田丈士さん（６８）もいつもより約２週間早く、くしゃみや鼻づまりの症状が出
始めた。「春まで症状が続くのは勘弁してもらいたい」とうんざりした表情。永倉仁史院長は「飛散開始が早い分、花
粉シーズンは長引くかもしれない。軽い症状で済むよう早めに治療を受けてほしい」と話す。 
 
 ■「常識」覆す 
 東京都は都内１２区市の観測地点に花粉捕集器を設置しており、捕集器のガラス板１・８センチ四方あたり、４個
以上の花粉が２日連続で付着したら、「飛散開始」と判定する。今年は大田区の観測地点で８日に４個、９日に６個を
確認。８日を「飛散開始日」と発表した。 
 都によると、飛散開始は昨年より３２日早く、最も早かった２００７年（１月３１日）を２３日更新した。飛散量
は例年の２割増、花粉の多い日は例年より１週間長い４２日間と予測する。 
 学界では、年初からの日々の最高気温を積算して計４００度を超えた時点を飛散開始の目安とする。だが今年は８
日現在、都心で計８６・６度しかなかった。都の担当者は「こんなに早まるとは、従来の『常識』は通用しないのか」
と驚く。 
 
 ■全国的に 
 飛散開始の早期化は全国的な傾向とみられる。 
 気象情報会社「ウェザーニューズ」が今月９日行った調査では、西日本と東日本の太平洋側で同社のアプリ利用者
から「花粉を感じる」との報告が多く寄せられた。東日本と北日本で飛散が平年よりやや早まる見込み。西日本は平
年並みだが、昨夏の好天でスギの生育状態が良いことなどから、飛散量は過去１０年で最多となる恐れがあるという。 
 早期化の原因は温暖化にありそうだ。気象庁によると、年間平均気温は２３、２４年に２年連続で過去最高となり、
今季の都心は最低気温が０度未満の冬日が１日しかない。同社の担当者は「温暖化が飛散開始を早め、飛散量増加を
もたらす要因と考えられる」と話す。 
 
 ◆「国民病」増加の一途 
 「国民病」とも呼ばれる花粉症。日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー感染症学会などの調査では、１９９８年に１９・
６％だった花粉症の人の割合は、２００８年に２９・８％、１９年が４２・５％と増加の一途をたどる。 
 花粉症対策としては、花粉が目や鼻などに付かないよう、マスクや眼鏡、帽子を着用したり、室内をぬれたぞうき
んやモップで掃除したりすることが効果的だ。都健康安全研究センターは「花粉をできるだけ体内に取り込まない工
夫が、症状軽減につながる」とする。 
 

花粉 早くも飛散 温暖化影響か 量も多い予測 東京 最速を２３日更新 
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